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第1章 はじめに

子育てサポートシステムという、... (省略) ...働くママには
凄く心強い制度があります。

横浜市にお住まい方に質問です。住んでる街に特化した
子育て応援のための政策があれば教えてください。

議員
A

議員
B

議員
C

横浜子育てサポートシステムは、子供を預かっ
てほしい方と預かりたい方の両方が会員登録し、
事務局である各区の地域子育て支援拠点が預か
りのコーディネーションをするという事業です。

横浜子育てサポートシステム事業

ぜひ一時預かりを通じた子育て支援を充実させ
ていってほしいと思いますが、現在、予約方法
が電話で限定されており、予約に関する利便性
の向上も課題かと思います。

本市には、地域ぐるみの子育てを支援する子育
てサポートシステム事業があり、住民同士が助
け合うよい取組だと思いますが、子供を預かる
側が増えないことが課題と聞いております。

議員
E

議員
F

議員
G

妊婦・産婦健康診査事業

議員
H

議員
I

議員
J

小児医療助成（分析対象外）

産婦健診につきましては、引き続き研修などを
通じてスキルアップを図りながら、より早期の
適切な支援につながるように、さらに体制の整
備を進めることが必要と考えております。

保健指導及び健康診査を積極的に受けるための
支援についてですが、妊婦健康診査費用補助券
及び妊婦歯科健康診査無料券の交付による受診
勧奨を全区で実施いたしました。

妊婦・産婦健診で把握した支援が必要な妊婦に
対しまして、関係機関が連携し、引き続き地域
の中で妊産婦の方をより早期に支援新するため
の仕組みをつくっていきたいと考えています。

新市長が就任されてから、待機児童対策、小児
医療費助成の拡充、観光、文化、芸術の充実な
ど、市民の安心、安全を守るため、成果を残し
てこられたこと評価しております。

本市の小児医療費助成制度は、１歳以上の全年
齢に所得制限がありますが、所得制限のない自
治体も存在しています。財政的に他都市ででき
て本市でできない理由はありません。

本市の小児医療費助成制度の対象年齢全ての所
得制限を撤廃し18歳まで拡大すること、現在の
小学校四年生以上も含めて500円までの一部負
担金はやめる方向へと進むことを強く求めます。

子育てサポートシステムっていうのがあるんですね  
ちなみに妊婦検診は補助券で毎回賄えましたか？

毎回健診は補助券プラス現金払います。

議会会議録

子育て支援情報サイト予算事業名

LLM Embeddingを用いた
コサイン類似度
Similarity = 0.56

1. 横浜子育てサポートシステム事業費

2. 親と子のつどいの広場事業費

3. 子育て支援者事業費

4. 地域子育て支援拠点事業費

5. 乳幼児一時預かり事業費

6. 子育て家庭応援事業費

7. 妊婦・産婦健康診査事業費

8. …

合計136事業

質問者 回答者
•••市在住ですが、子供の医療費は自己負担だし保育園は
入れないし保育料は高いしで、引っ越したいなと悩んでた
ので参考になります

横浜も医療費は所得制限ありで、1歳からは2割負担です。
医療費とか手厚い東京、いいな〜と思いますね！

こども青少年費

図 1.1: 自治体の子育て支援事業名に基づいて，子育て支援情報サイトの投稿と
議会の議論内容を紐づける例

現代社会において，子育て支援は重要な政策課題の一つとなっている．少子化や共働き世帯の
増加に伴い，育児に関する多様なニーズが生まれている．これに対して，国や自治体は様々な支
援策を講じているが，どのような効果があったのかを把握することが困難である．
子育て支援情報サイトは，保護者に向けて育児に関する情報を提供するための重要なツールと

なっている．自治体が運営する情報サイトは，地域に根ざした具体的な支援策やサービスを紹介
する場として機能しているものの，自治体から保護者に向けての一方通行になりがちである．民
間が運営するサイトでは，保護者間の情報共有を促進するチャット形式のアプリが提供されてい
る. しかしながら，これらの情報は自治体による子育て支援政策に活用されていない.

自治体の子育てに関する議論は，地域の特性やニーズを反映した政策決定において重要な役割
を果たすことになる．議論の内容は，効果的な支援策の策定と実施に直結するが，これらの議論
がどのように進行し，どのような結論に至るのかはわかりづらい．この課題に対して，子育て支
援情報サイトを活用して議論内容を透明化することで，支援事業の効果を迅速にフィードバック
できる可能性がある．これにより，議会の議論が現場と乖離していないか，的外れな議論になって
いないかを確認することが期待される．
そこで，本研究では，子育て支援情報サイトの質問と回答をもとに，自治体における子育て支

援の実態を調査するとともに，議会においてどのように子育て支援が議論されているのかを明ら
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第 1 章 はじめに

かにする。具体的には，図 1.1の例のように，妊娠・出産・育児に関する情報サイトの投稿，自治
体の子育て支援事業名，支援事業の議論内容を紐づけることで，地方自治体の子育て支援につい
ての自治体における議論とその地域における効果と課題を明らかにする．
本研究の貢献は,下記の 2点である.

• 子育て支援情報サイトの投稿と自治体における子育て支援事業名と議会の議論を紐づけた
(4.1節，4.2節)

• 大規模言語モデルの Embeddingを用いたコサイン類似度を用いることで効率よく紐付ける
可能性を示した (4.1節)

以下，2章では母親の育児不安と，地域による子育て支援に関する関連研究について述べる. ま
た，子育て支援情報サイトを活用した関連研究についても述べる. 3章では本研究で用いる子育て
支援情報サイトのデータについての説明を行う. また，分析対象自治体とその地域での子育て支
援事業の選定方法についても説明を行う. 4章では実際に子育て支援情報サイトの投稿と自治体に
おける子育て支援事業名と議会の議論を紐づける手法について説明を行い，その分析結果につい
てまとめる. 5章では本研究の分析手法についての考察を行い，今後の課題をまとめる. 最後に 6

章では全体をまとめる.
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第2章 参考文献

2.1 母親の育児不安に関する研究

母親たちの育児不安に関する研究は数多く行われている. これまでの育児不安に関する研究の
成果と課題についてまとめた吉田による研究 [1]では,育児不安の要因の研究は活発に行われてい
るのに対して,要因同士の相互関係に関する分析や,子育て支援による影響を調査する分析があま
り行われていないことを指摘し,今後の研究の課題点としている. 新生児を育てる母親たちの育児
不安を 16の尺度を用いて調査を行った八島らの研究 [2]では,母親たちは心身の疲労感を顕著に感
じており,その解決には行政による支援が重要であるとしている. また,未就園児をもつ保護者 600

名を対象としたWeb調査を用いて未就学児をもつ保護者の子育て支援ニーズを明らかにした矢野
の研究 [3]では,子どもへの対応方法や育児方法についての情報を求めていることが明らかとなっ
た. 育児に関する情報は,子育て支援情報サイトを活用することで入手できる可能性がある他,自
治体の議論と紐づけることによって母親のニーズや育児不安への支援を効率的に行うことができ
ると考えられる.

2.2 地域による子育て支援に関する研究

近年,地域による子育て支援に関する研究は活発に行われている. 笹川による子育て支援制度の
変遷と現状をまとめた研究 [4]では,日本では 1990年以降に様々な子育て支援事業が進められてき
たが,現状の子育て支援は未だ充実しているとは言えないとし,今後も様々な施策を行っていく必
要があるとした. また,地域子育て支援拠点事業と利用者支援事業基本型の「地域支援」の現況を
把握し，その機能を推進する方策を検討した橋下らの研究 [5]では,これらの事業は親子にとって
の近隣でより細やかに親子と地域の人々や子育て家庭間の関係を取り持つ機能を持ち,今後はより
広範囲かつ重層的な支援を行う必要があるとした. 他にも,地域子育て支援拠点事業を利用する母
親の育児不安を分析した岡本の研究 [6]では,地域子育て支援拠点事業による子育てを通じた人間
関係をつくる援助が母親の育児不安を軽減させているとしており,育児不安を抱える母親に対し、
日常的かつ継続的な人との関わりを援助することが重要であるとしている. このように,母親たち
は地域支援によって母親同士のコミュニティ形成を期待しており,子育て支援情報サイトはこのコ
ミュニティ形成に寄与していると考えられる.

2.3 子育て支援情報サイトを活用した研究

最近では,民間が運営する子育て支援サイト活用した研究が進められている. 子育て支援情報サ
イトの質問・回答データからユーザのクラスタリングを行った鈴木らの研究 [7]では,ユーザ間仮
想的なフォロー構造を提供する方法の提案がなされた. また,情報サイト内の検索データをもとに
感情分析を行った内田らの研究 [8]は,母親たちに適切な医療情報を提供する際に役立つ可能性を
示すなど,情報サイトのデータを用いた研究が有用であることを示した. 本分析に近しい研究とし
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2.3. 子育て支援情報サイトを活用した研究 第 2 章 参考文献

て，新井田らが行った，妊娠・出産・育児に関する情報サイトに投稿されているデータに含まれ
る子育て中の母親たちの声から,地方自治体の子育て支援の効果測定がある [9]. しかしながら，新
井田らの研究では，地方自治体の子育て支援の効果の記述が情報サイトに含まれているかを調査
しているものの，地方自治体の事業名や議会における議論と紐づけて分析していない．
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第3章 データ概要

3.1 子育て支援情報サイトについて

本研究では，「ママの一歩を支える，女性向けQ&Aアプリ」としてコネヒト株式会社1が運営す
る子育て支援情報サイト「ママリ2」のデータを用いて研究を行う. このサービスでは,母親たちが
妊娠・出産・育児など子育てにまつわる悩みを質問として投稿し,他のユーザから回答を募集し解
決を図るシステムとなっている.

図 3.1: 子育て支援情報サイト「ママリ」のロゴ

本研究ではユーザ情報,質問・回答データを用いて,回答者の住む地域と発言内容に焦点を当て
て研究を行う. また,分析で取り扱うデータは，自治体の子育ての議論内容を評価するため，下記
の条件を満たすものを対象とする．

• 質問文と回答文のペアを 1つのセットとする.

• 質問文内に「子育て」という単語が含まれている.

• 質問文に市区町村名がただ 1つ含まれている,もしくは回答文に市区町村が含まれる.

表 3.1に対象データの概要を示す. 質問文もしくは回答文に含まれる市区町村名が含まれている
かのチェックには，spaCy の ja core news md3モデルを使用した．

表 3.1: 子育て支援情報サイトのデータ概要

項目名 数値

期間 2019/4/1～2021/3/31

質問数 3,795件
回答数 15,579件
ユーザ数 9,496人

1https://connehito.com/
2https://mamari.jp/
3https://spacy.io/models/ja
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3.2. 分析対象自治体について 第 3 章 データ概要

3.2 分析対象自治体について

次に，分析対象とする自治体の選定を行う．自治体の選定は，子育て情報サイトの投稿に含ま
れる市区町村名の出現回数を条件とすることにした．本研究では，出現回数の多い上位 5つの自
治体とした．表 3.2に選定した自治体を示す．

表 3.2: 調査対象とした自治体の情報

市区町村名 出現回数 議会会議録数 子育て関連の
予算事業数

大阪府大阪市 632 301 119

愛知県名古屋市 557 479 34

神奈川県横浜市 392 335 136

静岡県静岡市 188 52 24

東京都江戸川区 143 208 46

3.3 対象自治体における議会会議録について

次に,対象自治体における議会会議録について説明する. 自治体の議会会議録は,誰でも閲覧が
可能となるように,各自治体のホームページに掲載されている. そこから令和元年度，および，令
和 2年度におけるすべての議会会議録を収集し,本研究の分析対象とした. 図 3.2に横浜市におけ
る議会会議録の一部を示す. また,表 3.2に各自治体ごとの議会会議録数を示す.

図 3.2: 横浜市令和 1年子ども青少年・教育委員会の議会会議録の一部

3.4 対象自治体における子育て支援事業名について

次に，各自治体が行っている子育てに関する事業を選定する．選定方法は，各自治体の令和元
年・令和 2年度の一般会計予算表を参照する．予算表に記載されている歳出項目のうち，「こども」
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3.4. 対象自治体における子育て支援事業名について 第 3 章 データ概要

「教育」「児童」「家庭」など子育てとの関連が明示的な事業名を抽出する．またこれらの単語がな
い場合には,歳出項目内の中カテゴリを参照し,その中から同じく子育てに関連した項目内に記載
されている事業名を抽出する．図 3.3に横浜市における一般会計予算表の一部を示す. また,図 3.4

に横浜市の歳出に関する予算項目のカテゴリの例を示す．横浜市の予算は 18の歳出項目が存在し
ており「議会費」「こども青少年費」などの大カテゴリがある4．そのうち「こども青少年費」の
歳出項目には 14の中カテゴリがある．さらに，「地域子育て支援費」に含まれる事業名（小カテゴ
リ）は 136ある．データ分析において，横浜市を対象とする場合には，この 136事業が予算事業
名となる．
また,子育て支援情報サイトの分析を進めるなかで,本条件に該当しない子育て支援事業が存在

していることを発見した. これらの事業を抽出するための条件を定めるのは困難と判断したため,

本分析には使用しなかったが,これらの項目も子育て支援施策の一環として議論されていると考え,

考察の一部に含めることとした. 図 1.1の「分析対象外」とは,子育て支援事業の選定条件に含ま
れていなかったため分析には使用しなかったが,子育て支援に関連した事業であると判断し,考察
の一部に含めることとした事業名のことを指す.

図 3.3: 令和元年度の横浜市の一般会計予算表の一部

4横浜市の令和元年度予算に関するウェブサイト https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/jokyo/

yosan/h31/31yosan.files/31ippan.pdfhttps://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/jokyo/yosan/

h31/31yosan.html
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3.4. 対象自治体における子育て支援事業名について 第 3 章 データ概要

図 3.4: 横浜市の歳出に関する予算項目のカテゴリの例
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第4章 データ分析

データ分析では，子育て支援情報サイトの質問と回答をもとに，自治体における子育て支援の
実態を調査するとともに，議会においてどのように子育て支援が議論されているのかを明らかに
する．この分析を行うために,子育て支援情報サイトにおける投稿と,自治体の議会会議録に含ま
れる子育て支援事業に関する発言を紐づける必要がある. しかし,両者を直接結びつける分析は困
難であると判断したため,まず両者を自治体における子育て支援に関する予算事業名とそれぞれ紐
づけを行い,間接的に紐づいた子育て支援情報サイトと議会会議録をもとに,自治体における子育
て支援の分析を行う.

4.1 子育て支援情報サイトと予算事業名の紐づけ

図 4.1: OpenAI Embeddingを用いた分析の概要

子育て支援情報サイトにおける投稿と自治体が行っている子育て支援事業名を紐づける方法に
ついて述べる．まず,調査自治体に対応する子育て支援情報サイトの質問・回答と，子育て支援に
関する予算事業名をそれぞれ 1つずつ選択する，次に,それぞれをテキストを大規模言語モデルで
ある「OpenAI API」の Embedding1を用いてテキストのベクトル変換を行う. 最後に,変換した
互いのベクトルのコサイン類似度を求めることで，2つのテキスト同士にどれほどの類似性が存在
しているのかを明らかにする. 例えば，図 4.1では,子育て支援情報サイトに投稿された横浜市の
子育て支援に関する質問・回答と,横浜市における子育て支援事業名である「横浜子育てサポート

1使用したモデルは text-embedding-3-largeである．
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4.2. 予算事業名と議会会議録の紐づけ 第 4 章 データ分析

システム事業費」を選択し,両者をEmbeddingを用いてベクトル変換を行い,そのコサイン類似度
を求めている.

子育てサポートシステムの投稿 (類似度 0.56)

横浜市です。 子育てサポートシステムという、お子さんを預けたり預かったりというのが有
料ですが、働くママには凄く心強い制度があります。

表 4.1に子育て関連の事業名と子育て支援情報サイトを紐づけた結果を示す．参考として，コサ
イン類似度が 0.5以上の回答数を示している2．

表 4.1: 子育て関連の事業名と情報サイトを紐づけた結果

自治体名 子育て関連の 情報サイト 類似度 0.50

事業数 への回答数 以上の回答数

東京都江戸川区 46 143 0

愛知県名古屋市 34 557 0

大阪府大阪市 119 632 33

静岡県静岡市 24 188 0

神奈川県横浜市 136 392 142

4.2 予算事業名と議会会議録の紐づけ

図 4.2: 部分一致を含む表層的マッチングの例

予算事業名と議会会議録の紐づける方法について述べる. 予備調査によって,議会内での子育て
支援事業に関する発言は,正式名称がそのまま用いられる場合が多く見受けられた. また,言い換
えが行われているケースも少なく,省略された事業名においても,正式名称に含まれる単語を用い
た省略が多いことを確認した. 例えば,「妊婦・産婦健康診査事業」は議会内で「妊婦・産婦健診」
といった形で省略されていた. これは正式名称の一部を使った表現になっており,予算事業名に含
まれる単語を使うことで,検索が可能となる. しかし,中には予算事業の内容を踏まえた言い換え
がなされている場合があり、これらの発言の検索には適していない. このような課題に対して,分
析 4.1のようなEmbeddingを用いた検索方法は言い換えに対応できる可能性がある. しかし,予備

2コサイン類似度は Embeddingのモデルにより結果が異なるため，モデルごとにしきい値を設定する必要がある．
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調査で試した際に,類似度のしきい値の設定が難しく,高い類似度を持つ発言でも,子育て支援事業
との関連がない表現が数多く見られた. そのため,本分析では予算事業名をキーワードとした表層
的な一致 (部分一致を含むマッチング)による検索を用いることで,子育て支援事業に関連のある議
会の発言を調査する. 部分一致によるマッチングでは,予算事業名に含まれる名詞をキーワードと
した検索を行っている. 例えば「妊婦・産婦健康診査事業費」では,名詞に「妊婦」「産婦」「健康」
「診査」「事業」「費」が含まれており,これらの単語を組み合わせて検索を行っている. 図 4.2で
は,横浜市における子育て支援事業名である「妊婦・産婦健康診査事業費」に含まれる名詞をキー
ワードとし,議会会議録に含まれる事業に関する発言を抽出している.

ここで，議会における予算事業名についての発言を示す．最初に，横浜市における子育てサポー
トシステムに関する発言を下記に示す．

子育てサポートシステムに関する発言 (横浜市)

横浜子育てサポートシステムでは，子供を預かってほしい方は利用会員，預かりたい方は提
供会員，両方の方が両方会員として登録をし，事務局である各区の地域子育て支援拠点が預
かりのコーディネーションをするという事業です．

次に，横浜市の妊婦・産婦健康診査事業に関連する発言を示す．

妊婦・産婦健康診査事業に関連する発言 (横浜市)

機関を拡大しまして、令和元年度には、２週間健診、１か月健診を合わせまして３万 7122件
の実績がございました。引き続き、区福祉保健センターの保健師、助産師や医療機関の助産
師等への研修などを通じてスキルアップを図りながら、産婦健診で把握された産後鬱等の疑
いがある方がより早期に適切な支援につながるように、さらに体制の整備を進めることが必
要と考えております。

4.3 横浜市の子育て支援を例にした分析結果

図 1.1の横浜市に関する子育て支援情報サイトにおける投稿，予算事業名，議会会議録を例とし
て，分析結果について述べる. 例えば「横浜子育てサポートシステム事業」について，子育て支援
情報サイトの投稿から母親たちは,いくつかの問題点を感じているものの,全体心強いサービスで
あると認識しており，議会でもさらに良い事業にするための議論が行われていることを確認した．
また「小児医療助成費」について，母親たちは所得制限があることに課題を感じており，議会で
も所得制限の撤廃が求められていることがわかった．このことから，子育て支援事業に関する現
状の認識は，現場の母親たちと議会とで大きな乖離がないことが明らかとなった．しかし小児医
療助成費の所得制限撤廃はすでにいくつかの自治体で行われているにもかかわらず，横浜市では
2021年 3月までに撤廃が行われていないことから，事業の課題改善の速度には課題があることが
示唆された．
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第5章 考察

5.1 子育て支援情報サイトの抽出条件について

図 5.1: 子育て支援情報サイトの抽出条件に関する課題

まず子育て支援情報サイトの抽出条件について述べる. 4.1節の分析によって, 子育て支援情報
サイト上における自治体の子育て支援事業について述べている回答を容易に発見できる可能性を
示すことができた. また，発見された投稿に紐づいている他の回答を調査することによって, 他の
子育て支援事業についても紐づけ可能な投稿を発見できる可能性を示した. 例えば, 図 5.1の子育
て支援情報サイトの投稿は,「横浜子育てサポートシステム事業費」という予算事業名と類似度の
高い投稿を調査することで発見できたが, その投稿に紐づいている返信を調査することによって,

新たに「妊婦・産婦健康診査事業費」「小児医療助成費」と関連付けられる投稿を発見することが
できた. しかしこれらの投稿は, 3節で示した子育て支援情報サイトの抽出条件の対象外のデータ
であった。今回対象とすべきデータは,どの自治体についての投稿かを正しく判断するため、本文
中に必ず市区町村名を含めることを条件としたが、現在の抽出方法では一部の有益な情報が抽出
対象から漏れていることが確認された．この結果から，今後の研究においては，返信投稿を自動
的に抽出するための条件設定について，改善と検討が必要であると考えられる．
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5.2 予算事業名と議会会議録の紐づけ方法について

図 5.2: 予算事業名と議会会議録の紐づけ方法に関する課題

次に予算事業名と議会会議録の紐づけ方法について述べる. 4.2節の分析では, 予算事業名をキー
ワードの表層的な一致 (部分一致を含むマッチング)による検索を用いたものの，うまく紐づけら
れないことが確認された．例えば，図 5.2の「横浜子育てサポートシステム事業費」に関する議会
の発言には,「一時預かりを通じた子育て支援」「地域ぐるみの子育てを支援する子育てサポート
システム事業」のように,事業内容を踏まえた言い換えがなされている場合があった. このような
事例に対して,予算事業名に事業内容を結合した文章と議会での発言のそれぞれを Embedding用
いてテキストのベクトル変換を行い,そのコサイン類似度を求めることによって,対応できる可能
性がある. 例えば,図 5.3には「横浜子育てサポートサポートシステム事業」に関する事業内容と,

それに関連性のある議会の発言が示されている. 両者の文章を比較すると,「地域ぐるみ」と「地
域の助け合いや支え合い」,「子育て支援」と「子育ての孤立化を防ぐ」のように類似性のある発
言が複数あり,予算事業名のみと比較して高い精度の分析ができる可能性がある. しかし,すべて
の事業に事業内容が記載されているわけでなく,その書式も各自治体によって様々であるため,共
通の条件下での分析が困難である. そのため,今後は予算事業名の事業内容のようなものを用いた
Embeddingによる検索方法を検討する.

保護者にとっても相応のお金を払ってその対価として受
けるサービスだけではなく、地域の助け合いや支え合い
を基盤とするような形で助けてくれる人が身近にいると
実感できることは、子育ての孤立化を防ぐ上でもとても
重要だと思います。予防的視点を取り入れて、各区の既
存の施設も活用しながら、一時預かりのさらなる拡充に
努めていただくよう要望いたします。

地域の中で子どもを預けたり、預かったりすることで人
と人のつながりを広げ、地域ぐるみでの子育て支援を目
指しています

横浜子育てサポートシステム事業費の事業内容

横浜子育てサポートシステム事業費に関連する発言の例

図 5.3: 横浜子育てサポートシステム事業費の事業内容と類似度の高い議会の発言の例
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5.3 子育て支援事業の選定方法について

図 5.4: 子育て支援事業の選定方法に関する課題

次に子育て支援に関連する事業項目の選定方法について述べる本研究で対象とする事業は，3節
で述べた通り，各自治体の令和元年・令和 2年度の一般会計予算表の歳出項目のうち「こども」「教
育」など子育てとの関連が明示的な歳出項目を調査対象とした. しかしながら，子育てに関する事
業は，子育てとの関連が明示的でない歳出項目にも存在していることを確認した. 例えば，図 5.4

の横浜市の健康福祉費には子育て支援事業に関連した「小児医療助成費」があり，子育てとの関
連が明示的でない歳出項目にも子育て支援事業が存在していることがわかる．このため，今後は
子育て支援事業の定義や関連項目の選定基準についても再検討する必要があると考えられる．
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第6章 おわりに

本稿では，子育て支援情報サイトの質問と回答をもとに，自治体における子育て支援の実態を
調査し，さらに議会において子育て支援がどのように議論されているかを明らかにすることを目
的として分析を行った．分析では,子育て支援情報サイトにおける投稿と,自治体の議会会議録に
含まれる子育て支援事業に関する発言を結びつけるため,子育て支援に関する予算事業名を用いる
ことで両者を紐づけた. 4.1節では,子育て支援情報サイトと予算事業名を紐づけるために,大規模
言語モデルである「OpenAI API」の Embeddingを使用したテキストのベクトル変換を行い,互
いのベクトルのコサイン類似度を求めることで，類似性の調査をおこなった. 4.2節では,予算事
業名と議会会議録の紐づけるために,予算事業名をキーワードとした表層的な一致 (部分一致を含
むマッチング) による検索を用いた分析をおこなった. 4.3節では分析結果をまとめており，横浜
市の議会では，子育て支援事業に関して母親たちと同様の認識を持った議員が質問を行っている
ことなどを確認した. 一方で，議員が課題として認識しているものの，課題改善へ向けた対応に時
間がかかるという問題点も明らかになった. また，データ分析については 4節で用いたデータを紐
づける方法に課題があることが判明した．しかし，この課題については 5節で述べた方法により，
子育て支援情報サイトや議会会議録から，子育て支援事業の評価に適した発言を抽出できる可能
性がある．
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